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LIFE　LIGHT　LOVE

東 北 学 院 時 報

　本学硬式野球部は、8月30日から
10月15日の日程で開催された仙台六
大学野球秋季リーグ戦において、見
事準優勝しました。この結果、2015
年以来となる東北地区大学野球代表
決定戦へ出場を果たしました。
　今大会では、序盤から粘り強い試
合運びを展開しました。特に、リー
グ中盤の第3節と第4節では、強豪
である仙台大学と東北福祉大学を相
手に接戦を制し、重要な勝ち点を積
み上げました。第6節で東北大学に
敗れて惜しくも準優勝となったもの
の、東北地区大学野球代表決定戦へ
駒を進める快挙を達成しました。
　代表決定戦では、北東北大学野
球連盟第1位の八戸学院大学と対
戦しました。1試合目では打線が爆
発し、大量20得点を奪う猛攻を見
せました。投手陣も相手打線を完璧
に封じ込め、20-1（7回コールド）で
快勝しました。しかし、同日に行わ
れた2試合目では、序盤から一進一
退の息詰まる攻防が続きましたが、
終盤に相手の粘り強い攻撃を許し、
2-4で惜しくも敗退となり、明治神
宮野球大会への出場はかないません
でした。
　春先からの厳しい練習の成果が随
所に発揮された今大会。投手陣の力
投、そして打線の最後まで諦めない
粘り強い攻撃など、チームが一丸と
なって挑む真摯な姿勢は、応援に駆
け付けた仲間や同窓生など、多くの
観客に感動と勇気を与えてくれまし
た。選手たちの姿勢は本学のスポー
ツ精神を体現するものであり、今後

のさらなる飛躍が期待される結果と
なりました。

2025年仙台六大学野球秋季リーグ戦
■本学の表彰選手

【ベストナイン】
　指 名 打 者：奥山　蓮（教養学部4年）
【個人賞】
　最優秀投手賞：堀川大成（経済学部4年）
　敢　闘　賞：堀川大成（経済学部4年）
　最高打率賞：奥山　蓮（教養学部4年）
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東
北
学
院
史
資
料
セ

ン
タ
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は
、
二
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二
六

年
に
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

が
開
設
百
周
年
を
迎
え

る
の
を
記
念
し
、「
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
百
年
の
あ

ゆ
み
」
と
題
し
た
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
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を
十
一
月

十
五
日
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催
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午
前
に
は
「
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東
北
学
院
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文
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財
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ツ
ア
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実
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さ
れ
、一
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史
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。
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ザ
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て
現
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備
計
画
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東
北
学
院
旧
宣
教
師
館

（
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
）
と

い
っ
た
貴
重
な
歴
史
的

建
造
物
を
見
学
し
た
。参

加
者
は
、礼
拝
堂
が
米
国

の
エ
ラ
・
Ａ
・
ラ
ー
ハ
ウ

ザ
ー
か
ら
の
五
万
ド
ル

（
現
在
の
価
値
で
約
五
億

円
程
度
）
の
献
金
を
記
念

し
て
命
名
さ
れ
た
こ
と
、

正
面
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
が
英
国
の
ヒ
ー
ト
ン
・

バ
ト
ラ
ー
＆
バ
イ
ン
工

房
か
ら
直
輸
入
さ
れ
、創

建
当
時
の
輝
き
を
保
つ

国
内
唯
一
の
現
存
例
と

な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

説
明
を
受
け
た
。ま
た
、

本
館
に
つ
い
て
は
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の

建
設
背
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、建
築
意
匠
、

素
材
、設
計
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・
Ｈ
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モ
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て
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た
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東
北
学
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館
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た
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古
級
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師
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大
震
災
で
被
災
し
た
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。

　
午
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ホ
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イ

記
念
館
ホ
ー
ル
で
シ
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ウ
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学
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史
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ス
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を
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
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た
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史
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史
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。

　
次
に
登
壇
し
た
本
学

工
学
部
の
﨑
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雄
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教
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土
樋
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ャ
ン
パ
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：
一
九
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六
―
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〇
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五
」
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題
し
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立
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の
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
英

断
が
後
の
発
展
の
礎
を

築
い
た
こ
と
を
強
調
し

た
。ま
た
、火
災
や
戦
災

な
ど
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
き
た
歴
史
を
解
説

し
た
上
で
、歴
史
の
継
承
、

新
し
い
も
の
と
歴
史
あ

る
も
の
と
の
融
合
、歴
史

的
建
造
物
に
よ
る
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
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学
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ら
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校
史
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組
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介
い
た
だ

い
た
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社

れ
た
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、
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「M
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史
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岡
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史
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史
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史
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駅
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選
手
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大
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が
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れ
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学
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上
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技
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が
二
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ぶ
り
十
八
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果
た
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た
。

　
出
場
に
先
立
ち
、十
月

十
五
日
に
朝
日
新
聞
仙

台
総
局
で
壮
行
会
に
臨

み
、二
十
一
日
に
は
大
西

晴
樹
学
長
を
表
敬
訪
問

し
た
。大
西
学
長
は
長
距

離
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
プ
テ

ン
の
吉
田
奏
斗
さ
ん
（
経

済
学
科
三
年
）
と
副
主
務

の
齋
優
太
郎
さ
ん
（
心
理

行
動
科
学
科
三
年
）、高

橋
賢
一
監
督
と
小
川
裕
一

コ
ー
チ
を
出
迎
え
、本
大

会
出
場
を
祝
っ
た
。

　
大
会
に
は
、全
国
か
ら

二
十
五
大
学
と
オ
ー
プ

ン
参
加
の
日
本
学
連
選

抜
、東
海
学
連
選
抜
の
計

二
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
。

愛
知
県
の
熱
田
神
宮
か

ら
三
重
県
の
伊
勢
神
宮

ま
で
の
コ
ー
ス
を
八
人

の
選
手
が
襷
で
つ
な
い

だ
。応
援
に
は
本
学
の
教

職
員
を
は
じ
め
、応
援
団

会
学
部
教
授
で
関
西
学

院
学
院
史
編
纂
室
長
の

赤
江
達
也
氏
は「
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
の
空

間
思
想
史
―
関
西
学
院

の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
―
」

を
テ
ー
マ
に
、原
田
の
森

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
西
宮
・

上
ケ
原
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ャ
ン
パ
ス
へ

の
変
遷
と「
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

タ
イ
ル
」
に
よ
る
統
一
さ

や
、
関
東
大
震
災
や
空

襲
後
の
迅
速
な
再
建
、

そ
し
て
チ
ャ
ペ
ル
を
免

震
構
造
と
す
る
な
ど
、

災
害
を
乗
り
越
え
な
が

ら
精
神
的
ア
ン
カ
ー
を

堅
持
し
て
き
た
歴
史
を

詳
述
し
た
。

　
休
憩
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、四

名
の
講
演
者
に
加
え
元

本
学
副
学
長
で
法
学
部

名
誉
教
授
の
齋
藤
誠
氏

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
務
め
、三
大
学
の
歴
史

的
建
造
物
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
立
地
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
つ
い
て
奥

深
い
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。東
北
学
院
が
都
市
中

心
部
に
留
ま
り
続
け
た

歴
史
、関
西
学
院
の
郊
外

型
維
持
、立
教
大
学
の
都

や
吹
奏
楽
部
、チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
、東
海

地
区
の
同
窓
生
も
駆
け

付
け
、選
手
た
ち
に
声
援

を
送
っ
た
。

　
最
終
順
位
は
二
十
五

位
と
全
国
と
の
レ
ベ
ル

の
差
を
突
き
付
け
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
た
も
の

の
、
夏
合
宿
の
成
果
が

随
所
に
見
ら
れ
、
全
員

が
棄
権
す
る
こ
と
な
く

完
走
。チ
ー
ム
と
し
て
一

致
団
結
し
た
走
り
を
見

せ
た
。

市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

け
る
カ
レ
ッ
ジ
・
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
継
承
な
ど
、

各
大
学
の
立
地
や
建
築

が
、そ
の
後
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
地
域

に
お
け
る
発
展
を
決
定

付
け
る
根
本
的
な
分
岐

点
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
百
年

前
の
学
生
と
現
代
の
学

生
が
同
じ
場
所
で
学
ぶ

歴
史
の
連
続
性
を
体
感

す
る
場
で
あ
り
、「
建
学

の
精
神
」
を
建
築
と
い

う
形
で
未
来
へ
つ
な
ぐ

こ
と
の
重
要
性
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
基
調
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
深
い
議

論
の
末
、盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

硬式野球部

■試合結果
月日 試　合　結　果

8 /30（土）東北学院大学 11-0
（5C） 宮城教育大学

8 /31（日）宮城教育大学 5-15×（6C） 東北学院大学

9 /13（土）仙 台 大 学 中止 東北学院大学

9 /14（日）仙 台 大 学 3-4×
（延10）東北学院大学

9 /16（火）東北学院大学 3-2 仙 台 大 学

9 /20（土）東北福祉大学 中止 東北学院大学

9 /21（日）東北福祉大学 3-4 東北学院大学

9 /22（月）東北学院大学 　5-6×（延11）東北福祉大学

9 /23（火）東北福祉大学 5-6 東北学院大学

10/ 4（土）東北学院大学 0-2 東 北 大 学

10/ 5（日）東 北 大 学 3-2 東北学院大学

10/11（土）東北学院大学 3-3
（8C） 東北工業大学

10/12（日）東北工業大学 中止 東北学院大学

10/13（月）東北工業大学 2-9×
（８Ｃ） 東北学院大学

10/14（火）東北学院大学 4-4
（延11）東北工業大学

10/15（水）東北工業大学 2-6 東北学院大学

※Ｃはコールド、延は延長、×はサヨナラ試合

2025年東北地区大学野球代表決定戦
■試合結果
月日 試　合　結　果

10/25（土）
八戸学院大学 1-20

（7Ｃ） 東北学院大学

八戸学院大学 4-2 東北学院大学

2025年仙台六大学野球

秋季リーグ戦で準優勝

　　　吉田　奏斗（3年）
⬇⬇

　　　萩川　　晄（2年）
⬇⬇

　　　齋藤　颯希（4年）
⬇⬇

　　　中野　朝斗（4年）
⬇⬇

　　　阿部　輝翔（3年）
⬇⬇

　　　齋　優太郎（3年）
⬇

　　　新美　和哉（3年）
⬇⬇

　　　児玉　脩平（2年）

補員
佐藤　翔太（2年）
渥美　悠太（1年）
佐藤　充輝（1年）
山中　陸翔（1年）
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